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§１．研究開発実施体制  

 
【記載例】 

（１）「研究代表者」グループ（国立遺伝学研究所） 

① 研究開発代表者：宮城島 進也 （国立遺伝学研究所形質遺伝研究系、教授） 

② 研究項目 

・単細胞紅藻シアニジウム類における遺伝的改変法の開発 

・単細胞紅藻シアニジウム類におけるセルフクローニング系の開発 

・単細胞紅藻シアニジウム類の海水を利用した開放培養系の開発 

・単細胞紅藻シアニジウム類を用いた飼料の試作 

 

§２．研究開発実施の概要  

研究の目的 

淡水の高温酸性環境に生息する単細胞紅藻シアニジウム類のうち細胞壁を持たず遺伝的改変が

可能な株に海水適性を付与する。作出される海水性藻類を用い、弱酸性海水により他生物のコン

タミネーションを防ぎつつ、安価に培養する系を構築する。さらに、藻類細胞の高密度培養技術の

開発、遺伝的改変による高付加価値飼料化を行い、微細藻類の低コスト培養と高付加価値化を実

現する。 

本年度の実施内容と成果 

本年度は目的達成に必要な、シアニジウム類への海水適性付与技術、海水を利用した培養技術、

遺伝的改変技術の開発を進めた。得られた主な結果は以下の通りである。 

（１）シアニジウム類のうち強固な細胞壁を有さず遺伝的改変が可能な株を高濃度塩存在下で培

養する技術を開発した。その結果当該株を、海水ベースの培地中で、合成培地と同等の速度で、

また同等の密度まで培養できるようになった。 

（２）国産の細胞壁を有さないシアニジウム類における遺伝的改変技術を開発した。さらに外来配

列を導入せずに遺伝子破壊、内在遺伝子の発現強化等を行えるセルフクローニングの系も開発

できた。 

（３）細胞壁を有さないシアニジウム類に遺伝的改変を施すことで、本来従属栄養的には増殖でき

ないシアニジウム類を、有機物存在下で混合栄養及び従属栄養条件で増殖させることに成功した。

今後、廃棄有機物等を培養液に混合させることで、藻体の増殖の加速、培養のさらなる高密度化

が可能となると期待される。 
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